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愛の二乗
うんこ太郎
どろんこ出版


───────────────────────



愛の二乗
～ある夫婦のお話～




喪服姿の爺。
家に帰ってきた間際
チーンと鳴らす。
家には布団とテレビがある。
線香のにおい
とりあえず座り、テレビをつける。
しばらくして婆が帰ってくる。二人は夫婦である。
婆は買い物袋を置き、冷蔵庫にいれる

婆「また電気もつけねぇでなにしてんの」
爺「あー」
婆「あーじゃねぇよ。ったく。昼間っから寝てばっかいんじゃねぇよ。」
爺「ダメなんだよ。」
婆「ダメだダメだ言ってっからそうなるんだっぺよ。」
爺「頭おかしくなっちゃうよ。」
婆「頭おかしくなっちゃうのはこっちだよ。あれ、みのさんの時間だっぺ。」
爺「今、見てっぺよ。」
婆「見てねぇっぺよ。寝てっぺよ。」
爺「…見てるって言ってるっぺよ。こう見えてみてんだからな。…」
婆「みのさんしゃべってるっぺよ。」
爺「…おれとみのさんのどっちがだいじなんだよ」
婆「だからうるせぇんだよ（物を投げる）」
爺「いてっ。なげんなよ。」

婆は白いビニール袋を持っている。
婆、支度をして、お茶の準備をする。

爺「どこいってたんだか。」
婆「買い物だよ。言ったっぺよ。」
爺「しんねぇよ」
婆「なんも聞いてねぇんだからな。」
爺「言ってねぇかんな」
婆「言ったかんな。おじさんが覚えてねぇだけだっぺよ」
爺「わかったよ。」
婆「ったくよ。」
爺「はぁもう昼飯の時間だっぺよ。」
婆「威張ってんじゃねってんだよ。毒もってやっかんな。」
爺「やってみろよ。」
婆「俺は本気だかんな」

婆、爺のお茶に鼻くそを入れる

婆「そういえば正志くん。結婚すんだって。」
爺「そーかい」
婆「びっくりしたよ～。いや前からね。真理子さんからいろいろ聞いてたんだけど。でも、まだまだ先かなってこの間まで言ってたんだよ。・・・できちゃったのかな？真司もねぇ。誰かいい人みつかっといいんだけど。これで一人もんは真司だけだっぺよ。なぁ。ともちゃんなぁ。いいと思ったんだけどなぁ。あれから付き合ってないんだべ。まだ気になったりしてんのかな。だからってもう真司も４０だっぺ。なぁー。顔はわりかしいいと思うんだけどな、なんでみつかねぇんだっぺ。」
爺「いつかみつかっぺよ。」
婆「どうだかなぁ。・・・おじさんもよかったねぇ。」
爺「何がだよ」
婆「俺みたいないい人がも見つかって。奇跡だよ」
爺「はいはい、そうですね」
婆「なんだい？」
爺「あ？」
婆「なんかいいてぇことがあるならはっきり言えよ。」
爺「俺は星野あきみてぇなのがよかったよ。」
婆「おめえ自分の顔よく見てからいえよ。」
爺「言っとくけど俺は牛久のプレスリーって言われてたんだかんな」
婆「おめぇはプレスリーじゃなくて、プレデターだっぺよ。」
爺「つまらねぇこと言ってんじゃねぇよ。あのな。おれはおめぇとしょうがなく付き合ってやったんだぞ。」
婆「どの口が言ってんだか。高校の修学旅行のときに俺の布団に忍び込んできたのはどこのどいつだよ。」
爺「しらねぇよ。気がちがえてんだっぺよ。」
婆「ふぜけんなよ。こっちまでおかしくなっちまったっぺよ。」


婆「１１月だってよ。結婚式。」
爺「真司結婚すんのか。」
婆「バカじゃねぇの。正志くんだよ正志くん。」
爺「あ、正志くんか。」

婆「おじさん。ちゃんとした服どこあっかしってっか？」
爺「だいじょうだよ。」
婆「だいじょぶだつって肝心なときに忘れっちまうんだからな。ほれ、洋服ダンスの一番右のやつだかんな。よく覚えとくんだど。あと、その下が靴下。で、その下が靴下。で、ワイシャツは背広の脇にあっから。」
爺「わかってるよ」
婆「なんにもしねぇからなんもわかんないんだっぺよ」
爺「なんでおれがやるんだよ。」
婆「スーツぐらい自分でだせって話だよ。こっちはそこまで手がまわんねぇっての。やることいっぱいあるんだから。」
爺「なんだか、いっぱいて。」
婆「この間だってあれだぞ。木乃美先生に「猶本さん一番うまい」って言われたんだから-」
爺「誰だよ。木乃美先生って」
婆「何盛ってるんだよ。歌の先生だよ。前もいったっぺよ。何度いってもわすれちまうんだから、つかれっちゃうよ。」
爺「俺はアンメルツなんだよ」
婆「アルツハイマーだっぺよ」
爺「知ってるよ。」
婆「おじさん鼻毛出てるよ」
爺「ほーはー」
婆「わかってるよ。今つくっから。たっく。今帰ってきたばっかりだってのに少しはゆっくりさせろよ。あのな。ミーコさんの旦那さんは、なんでもやってくれるだってよ。どうだおめえも。お料理教室にでも通ってみたら。いまからでも遅くねぇぞ。」
爺「餓死しちまうよ。」

爺、立ち上がる。

婆「お、やっかやっか？」

爺、キッチンに向かっていく

爺「・・・」

が、転ぶ。

婆「ははっははっは。なにやってんだよ。ったくよ。ったく。できもしねぇことやろうとすっからだよ。」

爺、バンソウコウを探す。

婆「なに捜してんだ？」

爺「バンソウコウ」

婆「あー。ここ（膝）切ったんだっぺ。血でてっぺよ。ほれ。」

婆、爺にバンソウコウを渡す。

爺、バンソウコウを張ろうとする。なかなかはれない。

婆「やんねぇかんな。」

爺、なかなかはれない

婆「そんくらいじぶんでやれって。」

婆、張ってやろうとうとする。

電話が鳴る

爺「ん？」
婆「爺さんだっぺ」
爺「あぁ。良子さん。どうもこの間は。」

婆、爺の足をたたく

爺「あらなんですか、あらなにそんなわざわざ。いえいえ、いつでもいいですから。えーそうですか。だったら、八日あたりだったらあいてますけども。じゃいいですか？場所はどこがいいですかね。あ、わかりました。わかりました。は、はい。」
婆「誰だか」
爺「敬老会の人だよ。ほれ、この間、親睦旅行いったっぺよ。婆が風邪ひいていけなかったときのことだよ。めんどくせぇ」
婆「ふーん。」
爺「なんだか」
婆「いいえ。別になんでもねぇですけども。」
爺「飯にすっぺよ。」
婆「しらねぇよ。良子さんにでも作ってもらったらいいっぺよ」
爺「はよしろよ」

再び電話が鳴る。
婆、爺を見る

爺「おめえだべよ。」
婆「わかってるよ。」
爺「出ろよ。」
婆「あら。真司だよ。」
爺「なんだよ。何かけてきてんだよ」
婆「もしもし真司。おめぇ全然電話しねぇから。メルトダウンしちまったのかとおもったよ。元気でやってっか？そうかそれは何よりだけどよ。こっちはそうだな。おじさんが親睦会つって俺に内緒で別の女の旅行に行ったくらいかな。うん。そんでいま離婚調停中なんだよ。」
爺「何言ってんだよ。嘘言ってんじゃねぇよ。」
婆「言ってたっぺよ。」
爺「ちょっと。それ貸せよ。」
婆「やめろよ。」
爺「貸せよ」

婆、爺と押しもんどうになり、机に爺を押し倒す。

婆「ぎゃあ～」
爺「あー！！」

爺、婆笑う。
婆「うそだよ、うそ。元気でやってんよ。」
爺「生きてますよ」
婆「あ、それよりあれ。正志くん。よかったねぇ。早いもんだね。小さいころはね。よく二人で遊んでたよね。こんな小さなプールとか二人で入って。ほんと兄弟みたいで。なんだか？プレッシャーでも感じてんのか。そうでもねぇって。少しはプレッシャー感じろよ。」
爺「ほれ」
婆「うそだようそ。焦ることねぇっていつかいい人現れっから。」
爺「ほれ」
婆「そうそう妥協して選ぶとな、ろくなことねぇことはよくわかってるから。」
爺「あんま言うなよ。」
婆「あん。・・・なんだか。・・・」
爺「・・・なんだか」
婆「そうだったっけか。あ、そっか。こっちが忘れてたよ。あぁそうか。・・・おぉ・・・おぉ。あら。あら。いいじゃない。温泉とか。あら。あら。あら。いいじゃない。うん。なんか悪いわね。そんなもの。もらって。いいの？たかくない？」
爺「なんだか？」

婆、爺に顔で何かを伝える。

爺「なんだか！」
婆「ほんと。大したもんだね。大したもんだよ。」
爺「なんだか？」
婆「なるほどね。う～ん」
爺「おー。おー。」
婆「じゃまた電話すっから」
爺「俺にもかわれよ」
婆「わかってるよ。あぁおじさんおじさん。おじさん代わりたがってるからかわるね。」
爺「おー。うん。元気でやってっか。おー。なんだか。おー。お～。お～。お～。それはそれは。おー。おー。大丈夫だよ。お～お～お～。」
婆「お～しか言ってねぇじゃねぇかよ。ほれ。貸せよ。
爺「わかったよ、ほれ」
婆「いや。ほんとに。結婚記念日なんて何年も忘れてたよ。いいものもっらっちゃって。８日な。はい。楽しんきますよ。はいはい。こっちもこんどまたなんかおくっから。ほしいものない？紅生姜とかイチゴな。うん。好きだって言ってたっぺよ。なんだよ。」
爺「はやく切れよ。」
婆「また。電話かけてきてよ。なぁ。こっちもかけるよ。おぉおぉ。大丈夫だよ。こっちは。いじわる爺さんといじわる婆さんは。死んでもしなねぇつうの。」
爺「元気でやれよ」
婆「うん。あーい。」

電話がきれる。

婆「旅行だってよ。」
爺「あんなんつかれるだけだっぺよ。」
婆「ったく。真司のやつも唐突だかんな。」
爺「んだよ。
婆「なぁ」
爺「なぁ」
婆「トートバックどこだっけかな

暗転

暗転

バスの音

婆「ほれ、おじさん。おじさんいっちまうっぺよ。」
爺「まってって。」
婆「はやくはやくおじさん」
爺「まってまて」
婆「さきいっちまうよ。」
爺「一緒にいくっぺよ。」
婆「あぁもういくいくいく、あっ、あっ、あっ、」
爺「・・・・・・・・・・まって、まって。まっ。まっ。まっ。うっ」

明転






バス亭
ヨソ行きの服を着ている婆
大きな旅行鞄
蝉の音、夏、暑い

婆「・・・ほんとどうしようもねぇんだから」
爺「・・・んなこと言ったって仕方ねぇっぺよ。」
婆「だから言ってっぺよ。余裕もってでねぇとダメだってよ。おじさんダメなんだから。転んじゃうんだから。その辺計算に入れて計画的に行動しなきゃダメだよって話だよ。」
爺「わかったよ。」
婆「一時間に一本しかでねぇんだから。干からびちゃうよ。」
爺「・・・おめぇこそ。家出るってのになんも確認しねぇんだからな。」
婆「何言ってんの確認したかんな。確認したってのにおじさんが個人的に心配でなんどもなんども確認してんだから。」
爺「応接間の電気つけっぱなしだったかんな」
婆「それはわざとだよ。帰ってきたときに真っ暗な家だったら嫌だっぺ。」
爺「四畳半の出窓も空いてたかんな」
婆「わざとだよ。鍵なくしちゃったら入れなくなっちゃうっぺ。」
爺「なんだそれ。」

蝉の音

婆「あんときもそうだったっぺよ。あれ長野にいったとき。」
爺「ぁ？」
婆「あれだよ。おじいちゃんとおばあぁちゃんと。いったぺよ。」
爺「あ、長野な。」
婆「んだよ。ほれあんときも。おじさんのミスで。大変だったぺよ。。」
爺「おめ。あんときの計画は完璧だったっぺよ。レジメまでつくったんだかんな。」
婆「んだけども。雨は降るし、車壊れっちゃうし。計画丸つぶれだったぺよ。だから。しょうがねぇから白馬に車おいて、電車とバスの旅になっちまったんだから。おじいちゃんとおばあちゃんも大変だったぺよ。途中はいちまったりしてたもんな。」
爺「んだんだ。んで結局、帰ってから一人で俺は車取りにいくはめになったんだぺよ。」
爺「んだよ。」

蝉の音

婆「あれ。おじさん」
爺「なんだか」
婆「あれおもしろかったよな。ほれ。しりとり。おじさん、すぐに「ん」のつくのばっか言うんだから。よくもそんなに思いつくかってぐらいだよ。なぁ」
爺「あぁ行きかえりの車の中だっぺ」
婆「んだよ。」
爺「しりとりでもすっか。」
婆「いいよ。」
爺「しりとり・・・りす」
婆「すり」
爺「リアカー」
婆「カーナビ」
爺「ビ、ヒでもいいのか？」
婆「ダメだよ」
爺「ビなんてあっかよ。」
婆「あっぺよ。ビンとか」
爺「それ、「ん」がついてっぺよ。備長炭」
婆「それ、「ん」がついてるっぺよ」

雨がぽつりと落ちる。

婆「ん？雨か？」
爺「夕立だっぺ。」
婆「傘もってきたっけかな。おじさん持ってきた？」
爺「確かいれたような気はすんだけど。」

爺、旅行鞄から折り畳み傘を出す。

爺「・・・。」
婆「はよさせよ。」
爺「入れてもらうんだから威張んじゃねぇよ」
婆「いいからさせよ」
爺「はいはい」

婆、傘に入る。
アイアイ傘
二人の間には少し距離がある。
婆、自分の肩を少し見る。
爺、婆を気にする。
爺、傘を婆の方へよせる。
婆、爺の顔を見る。
婆、爺のほうに一歩だけ寄る。

婆「肘で乳首コリコリするのやめろよ」
爺「やってねぇっぺよ」

雨の音

婆「爺様は俺に隠し事したことあっか？」
爺「あるにきまってるっぺ、いっぱいあるよ。」
婆「なんでいわねぇんだか」
爺「言ってもしょうがねぇことなんて、いっぱいあっぺよ。」
婆「んだよな」
爺「なんだか」
婆「なんでもねぇよ」
爺「んだけども。誰にも言えないことをおめぇに言った数のほうが多いかもな」
婆「ふーん」

雨

爺「すげぇ雨だな」

婆、眠くなる。

爺「眠てぇのか」
婆「眠くねぇよ」
爺「昨日眠れなかったべ。」
婆「ん。そうでもねぇよ」
爺「ねてっぺよ。」
婆「寝てねぇかんな」
爺「水でも飲むか」
婆「いいよ、大丈夫だっていってっぺよ。」

婆、大あくびをする。

爺「あれ、みてぇだな。ほれ、敏孝ちゃんとみたっぺよ。トロロ」
婆「誰がトロロだよ」

婆、爺に肩パンする。

婆「あれ。」
爺「なんだか。」
婆「敏孝ちゃんのお祝いのお金あげたっけかな。」
爺「なんだよ」
婆「あら、忘れちまったっぺよ」
爺「いかっぺよ。」
婆「よくねえぇかんな、気にすんだから百合子さんは意外にそうゆうとこ。どうだったけかな。あげた気もすんだけどな。聞いてみっかな。」
爺「だれに」
婆「百合子さんに」
爺「失礼だっぺよ。」
婆「あげねぇほうが失礼だっぺよ。」
爺「だからって今、百合子さんに聞くことはないっぺよ。」
婆「じゃあ真司に電話してみかな。なぁ。」
爺「いいよ、やめろよ」
婆「あ、もしもし真司？あの。敏孝ちゃんのー。大学のー。お祝いのお金ってあげたんだっけ。・・・ああぁ正月。そうだ。早めに受かったからあげて買ったんだっけか。んだんだ。あらやだぁ。そうだぁ。忘れてたよ。おお今。温泉に行く途中。おじさんと。」
爺「ほれ。」
婆「そうそう。今から行ってきますよーっ。お土産何がいい？」
爺「ほれ。」
婆「何があるんだっぺな。おまんじゅうでいいか。」
爺「ほれ」
婆「あれあんた、甘いもんたべんだっけ。やめなさいよ。あんた少しは気をつけなきゃだめだよ。私は大丈夫だよ。毎日スイミングスクールにいってんかんなぁ、」
爺「ほれ」
婆「そこのな山崎先生ってのがいんだけど。「猶本さんクロール上手ですね」ていって。あれは私に気があんな。間違いねぇよ。俺のケツをいやらしい目で見てくるんだから。」
爺「ほれ、キレって。きれって。真司も忙しいんだから。いつまでもくだらねぇことしゃべってんじゃなぇって。」
婆「あぁおじさんがうるせぇからきるな。また帰ってきたら電話すっから。あぁ。おじさんなんか最後になんかいっとくことねぇか」
爺「ねぇよ。」
婆「んじゃきっから。あいあい。あい。はーい。」
爺「ったく」
婆「・・・あいつとしゃべっと疲れんな」
爺「おめぇがいつまでもくっちゃべってるからだろうよ。」
婆「やっぱあげてたっぺよ。」
爺「わかってよかったな。」

雨が止む

爺「お？」
婆「止んだか。」
爺「んだな。」
婆「お天道様がでてきたっぺよ。」
爺「いかったな」

爺、婆お互いを見る。

婆「もう傘いらねぇっぺよ。」
爺「んだな。」
婆「まぁいいけどよ。」
爺「ん？」
婆「うそだよ。ほれちょうどバスもきたっぺよ」

バスが来る

暗転





ししおどし、音

婆「はぁ～。きもちいいんね。」
爺「うーーん」
婆「いいよ、おっきくて」
爺「こっちはせまいよ。」
婆「そーかい」
爺「そろそろいくか。」
婆「もう出ちゃうの」
爺「でるよ」
婆「ほんとに」
爺「でるでる」
婆「もう？」
爺「でるよ」
婆「でちゃうの」
爺「でるって・・・・あぁはっ」
婆「・・・おじさーん。もう出た？ったく。いくときゃいくってちゃんと言えよ。」

明転

















旅館
爺、窓際の椅子に座って外を眺めている。手には一輪の花を持っている、
下には川が見える。婆、浴衣姿。仲居さんと話をしている。ヨソ行きの声

婆「いや。ほんとにおいしかったです。よ。船盛り？っていうの。はじめてみたよ、なぁ。」
爺「・・・」
（仲居「ありがとうございます」）
婆「温泉もすっかりいただいて。一足先に極楽にきちゃった気分ですよ。」
（仲居「どちらから来たんですか？」）
婆「茨城から。」
（仲居「私の母も茨城出身なんですよ」）
婆「あ。お母さんも？え、どこらへんなんですか？」
（仲居「確か、土浦だったと思います）
婆「あ、そうなの。近いよ」
（仲居「え、どちらなんですか？」）
婆「牛久。牛久。でも、全然なまってないのね。」
（ずっと千葉だったんで。）
婆「あ、そうなの？お父さんかなんかが千葉で」
（そうです。でも、小さいころはよくおばあちゃん家に遊びにいったりしたんですよ。）
婆「そうですかー。いいね。アタシんとこのはまだ結婚もしてねぇから。」
（そうなんですか）
婆「そうなんですよ、ほんと。４０にもなってまだわけわかんねぇこと一人でやってるんだから。現代アートっつうの、キチガイだな。あれ。」
（え～あ。そうなんですか。でも絵いいですよね。）
爺「ほれ。ちょっと。」
婆「わかったよ。あぁ。（仲居さんに）じゃすいません。ゆっくりさせてもらいます。」

仲居さんが去る。

婆「ほんと気立てのいい子だねぇ。料理もうまかったし。温泉もゆっくりできたし。これほんと真司に感謝しなきゃいけねぇな。・・・何見てんだよ。」
爺「川だよ。」
婆「川見て何が楽しいんだよ。」
爺「・・・」
婆「夜の川ってのはなんだか怖えぇなぁ」
爺「座れよ」

婆、爺の隣に座る。

爺「まぁ。あれだよ。よくやってっと思うよ。」
婆「なんだか。」
爺「だから。よくやってると思ってるよ。」
婆「なんだよ。」
爺「だから。ありがとよ。」
婆「ふっ。こちらこそありがとな。」
爺「おお」

婆「ま、あと何年一緒にいられるかわからねぇけどな。よろしくたのみますよ」
爺「おお」

爺「まぁ・・・あれだよ。」
婆「なんだよ。」
爺「怖くねぇよ。」
婆「なんだよ」
爺「なんでもねぇよ。」

婆「じゃあ。ガイドブックとってくんかな」

場転

手を合わせる爺

爺「おう。婆。元気でやってっか。」
婆「あたりめぇだよ。」
爺「俺は元気でやってんよ。そっちはどうだい。いいところかい？」
婆「いいところだよ。極楽だよ。」
爺「どうせ婆さんのことだから、どこぞのイケメン捕まえて楽しくやってんだっぺ。」
婆「ばれちまったか」
爺「んでな。今日はいい報告があんだよ。」
婆「なに？」
爺「真司。結婚するんだって。」
婆「あらほんと？」
爺「ほんとだよ。相手だれだと思う。」
婆「え。ともちゃん？」
爺「ともちゃん」
婆「ともちゃん！」
爺「やっぱあいつともちゃんのこと好きだっただっぺよ。婆さんの予想通りだよ。」
婆「な言ったっぺ。」
爺「こんど真司も報告にくるってから。お楽しみにな。」
婆「おお。」
爺「あ、白いネクタイってどこあんだっけ。」
婆「言ったっぺよ。」
爺「まぁちっと探してみるよ。」
婆「ったく。」
爺「んじゃよ。今日も一日がんばんべ。」
婆「おう。」

婆、爺に白いネクタイを巻く。
幕
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